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←撮影：飛田晋秀

↓出典：原子力安全委員会被ばく医療分科会

過酷だった
双葉病院からの避難



出典：福島県「東日本大震災の記録と復興への歩み







開発・建設費３４５億円は国費（税金）
維持費は年間十数億円
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失敗に終わった凍土壁



「関係者」とは誰か

写真：東京新聞

「断固反対」を訴える福島県
漁連会長（左）と全漁連会長
（当時・右から2人目）

←東電が福島県漁連からの
要望書に回答した「東京電
力（株）福島第一原子力発
電所のサブドレン水等の排
水に対する要望書に対する
回答について」（2015年
8月25日付）より



騙すようなやり方で安全を喧伝する

写真：東京新聞
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莫大な風評対策基金を使った広告戦略

放送番組：NHK福島放送局「はまなかあいづTODAY」



「出前授業 復興庁職員と考える 福島の復興」

復興庁ウェブサイトより

全国の８校に復興庁の参事官や政策調
査官、統括官が訪れ、授業が行われた。

風評被害の話が印象的だった。自身も情報欠
如から偏見を持たないよう、理解を深めたい。

怖いイメージのある放射線について正確な情報
を伝えていきたい。

処理水の海洋放出は人体に影響があると思っ
ていた。安全だと初めて知った。

ALPS処理水は科学的には安心だとわかった
が、心理的な不安をどう解消できるのか勉強し
たい。

福島にお金が入るような新たな事業を立ち上げ
て、復興に役立てるのがいいと思った。
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私たちも「関係者」

ハガキ作戦！




